
石井賓著: に及ぶ著者の場合は苦労が多かったことと想像され

『地と図一戸地理の風景一一』 る。また，絵図集とはちがって，写真集の場合は写

朝倉書庖 1989年10月 真の選定を撮影者自らが行なう自選となるわけであ

B5判 175ページ 3.914円 るが，著者の意図は徹底する反面，もっと多くの写

本書は『地域を写すJI(古今書院， 1974)に続く， 真を見たいと感じる読者の不満も生じるのではなか

著者の 2冊めの地理写真集である。また，一昨年に ろうか。著者はあとがきの中で，解説は少なくした

古今書院から刊行された『地理写真』が理論篇であ ので，なるべく写真そのものを読んでほしい旨を述

るとすれば，本書は実践篇にあたるといえよう。 べているが，どうしても写真集の量的限界と競合し

まず，本書の内容を簡単に紹介したい。本書はタ てしまう結果となる。たとえば，モデルEの4の新

イトルとも関連して1.地， n.地と図，の二部 宿の部分のように，できるだけ多くの写真を出そう

構成となっている。 Iは自然地理学的写真， nは人 とすれば，一点当たりのスペースが小さくなってし

文地理学的写真から構成されているが，内容の大部 まい，読者に見づらいものとなる矛盾が生じるわけ

分を占めるのはEであり，さらに 1~5 のモデルに である。

細分さわしている。種々の景観の構成要素が付加され また，写真が地理学の研究と教育にさほど活用さ

るにつれて，次第に複雑な景観が形成されていくあ れてこなかった背景には，自分で、写した写真を使う

りさまが，数多くの地理写真の実例として配列され べきで，他人の写真はL、わば二次資料であるという

ている。 先入観があったのではなかろうか。しかし，地理写

たとえば，モデルEの2では自然環境に多くを依 真は芸術写真とは異なり，客観性を有する資料であ

存する村洛部の姿がとらえられ，また，モデルEの り，著作権等の問題もあろうが，もっと広く学界で

3では比較写真地誌ともいうべき構成がなされてお 利用されるべきものである。過去の景観を写し込ん

り，モデルEの4では都市の景観変遷像が追求され だ地理写真は，今後，近代歴史地理学にとって不可

ている。最後のモデルEの5では青山界隈を事例に， 欠の資料となってくるはずである。

近年の急激に変貌する巨大都市東京の時の断面を地 もちろん，この点について著者が手をこまねいて

理写真に残そうとする意図がみられる。 いるわけで、はなく，昨秋の日本地理学会・人文地理

巻末には数人のエッセイと著者のあとがきが記さ 学会合同大会において， r地理写真データベースの

れているが，本書の大きな特色は，これらを含めて， 設計について」と題する研究発表をされている。学

写真の説明文や地名がすべて笑文に対訳されており， 術文献や古文書等のデータベース化が昨今盛んに行

国際的に適用する地理写真集となっていることであ われているが，ぜ、ひ地理写真のデータベース化も早

る。 急に実現させていただきf.::..I.、ものである。

さて，写真集の書評とはL、ぇ，とても個々の写真 さらに，フロッピーディスクカメラが実用化され

を評する余浴もないので，最近，ある絵図集の編集 た今，近い将来にフロッピーディスクあるいはCD

に加わった体験から，絵図集と写真集の相違につい 写真集が出現することも夢ではなかろう。一枚のC

て述べてみたい。 Dに膨大な量の地理写真とそのデータが収められれ

絵図と写真は，共に現実の景観を2次元平面に変 ば，研究・教育面での活用も飛躍的に改善されるこ

換した資料であるという共通点を有している。しか とになろう。

し，絵図の場合は歴史的遺産であるとL、う制約上， 大学入試センタ一試験の地理の問題にも写真が取

絵図集に収録できる点数は限られており，とりわけ りあげられるようになったが，学界を挙げて，地理

中世~近世初期の絵図は，そう新発見があるもので 写真のデータベース化を促進してほしいものである。

はない。 地図博物館を設立してほしいとの学界の要望が強い

それに対し，写真集の場合は，膨大な写真のコレ ょうだが，ぜひそこで扱う資料の中に地理写真も加

グションの中から掲載する写真を選定することがた えていただくように切望して紹介を終えたし、。

いへんな作業となる。とりわけ写真墜が半世紀近く (岩鼻通明〉
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